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当 別 町 



 

は じ め に 

 

 

 我が国の高齢化は、以前の予想を上回るスピードで進行し平成

２０年１２月１日現在で２２．２％となっており、団塊の世代が

６５歳以上となる平成２７年には２６．９％に達することが予想

されています。当町においても、平成２６年には２６．５％に達

するという推計結果が出ています。  

 こ の よ う な 超 高 齢 社 会 に お い て 高 齢 者 が 地 域 で 安 心 し て 暮 ら

していくためには、必要な社会基盤やサービスを整備することも

大事ですが、高齢者自らが地域社会の中で自らの知識や経験を積

極的に後世に伝えていくなど、地域活動等を通して「生きがい」

を見出し社会的な役割を持って生活できるよう、町民相互が見守

り 支 え 合 え る 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し て い く こ と が 重 要 と な

ります ｡ 

 介護保険制度は、平成１８年度に国による介護保険法の全般的

な見直しが行われ、大きく制度が改正されました。今回の第４期

計画では、介護報酬が制度発足以来初のプラス改定がなされ、介

護 従 事 者 の 処 遇 改 善 を し サ ー ビ ス の 質 の 維 持 向 上 を 図 る 国 の 方

向が示されました。  

 本計画は、第３期で設定した平成２６年度の目標実現に向けた

中間段階の計画として、第３期計画までの各施策の推進状況を客

観的に分析、評価し、平成２６年度までの目標値を再設定した上

で、高齢者が可能な限り住み慣れた地域や自宅で、たとえ心身上

の問題を抱えていたとしても地域みんなで支え合い、自らが持っ

ている能力を活かして、生きがいに満ち活動的に暮らすことがで

きるような施策の実現に向け、邁進して参りたいと考えておりま

す。  

 本計画の策定にあたり策定委員の皆様をはじめ、貴重なご提言

を頂いたかたがたに心から厚く御礼申し上げます。  

 

平成２１年３月 
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